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平成 27 年度 事業報告書 

平成 27 年 4 月 1 日～平成 28 年 3 月 31 日まで 
 

 
特定非営利活動法人くまの木里の暮らし 

 

１．平成 27 年度総括 

 星ふる学校「くまの木」の管理・運営事業の安定的な実施と、質の向上に力を入れるこ

とを方針とし、宿泊事業については施設の紹介小冊子やアテンションボードなどを活用し

て、円滑な受け入れに努めた。また、清掃等の業務についても前年度に引き続き、段取り

の見直しや道具の工夫を行い、効率的な運営に努めた。食事提供業務については、前年度

に研修などを行ったことを踏まえ、改善を進める予定であったが、運営体制に不具合が生

じ、足踏み状態となってしまった。このような状況にあったものの、施設利用は好調で、

宿泊についてはのべ 6,400 人超の利用があった。 

 事業計画において、検討に着手することとしていた「（特に施設運営と体験関連事業にお

ける）リスクマネジメント」については、考え方の整理等から進める予定でいたが、これ

まで保険契約を結んでいた代理店の対応エリア縮小により、契約更新できない事態となり、

これを機に事業ごとのリスクの洗い出しと、それらに対応する保険について今一度根本的

な見直しを行い、必要な範囲をカバーできるよう新たに契約を結んだ。この保険に関する

検討が急を要することとなったため、事業の協力者（ボランティア）の広がりについての

検討には本年度は着手できなかった。 

 なお、星ふる学校「くまの木」については、設置者である塩谷町が、さらなる誘客と交

流促進を目的として、栃木県「魅力ある中山間づくり地域事業」を活用して屋外トイレの

設置および体験室の整備、イベントテントの整備を行った。これは当法人の意見・提案を

受けて実施されたもので、該当する部分の施設の使いやすさが相当程度向上したと考えて

いる。 

 自然クラブ、里山応援団、ヒトムシプロジェクトについては、本年度についても安定的

に活動を実施した。また、昨年度同様、プロジェクトリーダー会議を実施し、成果や課題

の共有を図った。 

 町の動きに関することでは、昨年度に引き続き“しおやグリーンツーリズム推進協議会”

の取組みに積極的にかかわった。本年度は、協議会の主催でモニターツアーが 2 本実施さ

れ、たいへん好評であった。こうした取組みから協議会のグリーンツーリズム推進の機運

も一層高まってきたように感じている。今後、塩谷町のグリーンツーリズムの拠点施設で

ある星ふる学校「くまの木」の運営を担う法人として、協議会との連携を一層意識しなが

ら取り組みを進めたいと考えている。 

また、本年度は地方創生総合戦略の策定のための検討が行われた。当法人からは事務局

長がワーキンググループに入り、特にグリーンツーリズム事業等の分野について戦略策定

にかかわった。 
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２．事業の実施に関する事項 

（１）特定非営利活動に係る事業                    

事 業名 事業内容 実施日時 実施場所 
従事者の

人数 

受益対象者

の範囲及び

人数 

事業費 

（千円） 

１
．
地
域
の
資
源
や
農
山
村
の
環
境
を
活
用
し
た
体
験
活
動
等
を
企
画
・
実
施
す

る
事
業 

①受託型体験プログラムの

企画・実施 

 塩谷町～高原山麓の自然

や文化にふれる体験プロ

グラムを企画・実施した。 

 

通年 

依 頼 に 応

じて実施 

 

星ふる学校「く

まの木」及びそ

の周辺 

 

職員 4人 

指 導 者

14 人 

（のべ 72 人） 

 

不特定 

2,306 人 

（のべ人数） 

2,204 

②主催型体験プログラムの

企画・実施 

    

【特記事項等】 

受託型体験プログラムは、16 種類 114 本を実施し、計 2,306 人の参加となった。 

実施回数及び参加人数の多いプログラム並びに月別体験プログラム参加者数を以下に記す。 

昨年と比較して伸びが多いものとしては、ハイキングが回数で約 1.6 倍、参加人数で約 2.6

倍になっていることが特筆される。また、うどんうちも実施回数で約 1.4 倍、参加人数で約 1.6

倍となった。 

・天体教室   28 回 825 人     ・味噌作り    8 回  90 人 

・うどんうち  27 回 528 人     ・もちつき    6 回 119 人 

・ハイキング  18 回 274 人    

 

◆月別体験プログラム参加者数                    （単位：人） 

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10月 11 月 12月 1 月 2 月 3 月 合計 

240 104 115 473 371 207 234 186 12 132 118 114 2,306 

 

ボランティア指導者の減少等により昨年度から実施曜日を限定（水曜日・土曜日）している

天体教室は、本年度も昨年度とほぼ同じ参加者数となった。次年度以降の実施方法については

引き続き検討を行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 3 - 

事 業名 事業内容 実施日時 実施場所 
従事者の

人数 

受益対象者

の範囲及び

人数 

事業費 

（千円） 

２
．
地
域
の
資
源
や
農
山
村
の
環
境
を
活
用
し
た
宿
泊
施
設
運
営
及
び
食
事
提
供
事
業 

①宿泊施設の運営 

 地域資源を活用した宿泊

施設（星ふる学校「くま

の木」）の運営を行った。 

 

通年 

 

星ふる学校「く

まの木」 

 

職員 14

人 

 

不特定 

6,404 人 

（のべ人数） 

26,616 

②食事提供 

 地元産食材を活用した食

事を提供した。 

 

通年 

 

星ふる学校「く

まの木」 

 

職員 12

人 

 

 

【特記事項等】 

 宿泊利用については、例年閑散期となる 1～3 月の利用の落ち込みが小さかったことが特筆

される。これは、オリエンテーリングの合宿が 4 件入ったこと（のべ約 200 名）、企業のイン

ターンシップの場として利用されたこと（のべ約 60 名）、2 月 17 日にフジテレビ『めざまし

テレビ』の１コーナーで「泊まれる学校」として紹介されたこと等によるもので、また、こ

の時期に 10～30 名程度の新規の団体利用も 6 件ほどあった。 

 なお、本年度予定よりも収益が多くなったため、懸案となっていた洗濯機・乾燥機などの

買い替え、客室の石油ファンヒーターのメンテナンス、客室座布団や談話室のテーブルなど

の更新、椅子の追加等を行った。 

若い世代のイベント企画型ツアーの利用については、本年度も数件見受けられた。 

 食事提供業務については、昨年度に引き続き自然休養村センター『花実や』和氣聡料理長

に指導をいただいており、効率のよい提供方法や献立づくり、料理を美しく見せる食器の選

び方などについて、アドバイスにもとづき改善に努めた。なお、本事業に関連することとし

て、7 月の繁忙期直前に冷凍庫の２台の故障があり、製氷機と大型の冷凍庫を新規購入したこ

とおよびあざみの直売所の閉鎖に伴い保冷庫を寄付していただいたことを付記する。 

◆月別宿泊者数実績                         （単位：人） 

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10月 11 月 12月 1 月 2 月 3 月 合計 

249 562 226 875 1,715 668 335 716 200 286 267 305 6,404 

◆月別食事提供数実績                        （単位：食） 

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10月 11 月 12月 1 月 2 月 3 月 合計 

405 1,047 529 1,956 5,133 1,362 535 1,555 260 506 755 550 14,593 
 

３
．
人
と
自
然
を
大
切
に
す
る
子
ど
も
を
育
て
る
事
業 

くまの木自然クラブの運営 

 主に塩谷町内の小学校 4

年生～中学生を年間会員

として身近な自然に親し

むプログラムを実施し

た。 

 

毎月 1回 

原則第3土

曜日 

 

星ふる学校「く

まの木」及びそ

の周辺を中心に

栃木県内 

 

職員 1人 

ﾎﾞﾗｽﾀｯﾌ

登録 20 人 

実働 15 人 

延べ 81 人 

 

自然クラブ

会員 35 人 

のべ 200 人 

535 

 

 

 

 ★具体的な実施内容★  

 

 

 

 

 

田んぼの生きもの調べ 

（保護者向ガイダンス） 
4/25 「くまの木」周辺 

高原山の石を調べよう 

サツマイモ定植 
5/16 雨天中止 

わらぞうりづくり 6/20 「くまの木」 

セミの抜け殻調査、羽化観察 7/25 「くまの木」周辺 

水辺の生きもの調査 8/29 雨天中止 

ナイトハイク秋の虫観察 9/22-23 「くまの木」周辺 

木工体験 10/17 宇大演習林 

化石探し 11/21 矢板市内 

くまの木で遊ぼう 12/19 「くまの木」周辺 

スノーシューで雪上探検 

→雪が少なく実施できなかった

ためハイキングに変更 

1/16 奥日光 

冬の野鳥観察 2/27 井頭公園 

あつまれ！自然好き 2/28 栃木県立博物館 

【特記事項等】 

 予定の活動が天候により 2 回中止となった。ボランティアスタッフは毎回平均 8 人程度の

参加があり、目が行き届く体制が確保できている。 
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事 業名 事業内容 実施日時 実施場所 
従事者の

人数 

受益対象者

の範囲及び

人数 

事業費 

（千円） 

４
．
里
地
・
里
山
の
整
備
・
保
全
を
行
う
事
業 

①くまの木里山応援団活動 

 くまの木の裏山をフィー

ルドとして自然とふれあ

うことのできる安らぎの

里山整備を行った。 

 

毎月1回 
原則第 3

日曜日 

 

星ふる学校「く

まの木」裏山等 

 

職員 1 人 

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ

（里山応

援団員）

16 人 

延べ 99 人 

 

周辺地域住

民等 

不特定多数 

 

 

1,086 

 ★具体的な実施内容★ 

春の植物観察会 

（樹木ネームプレート準備） 

4/19 熊ノ木地内の山林 

高原山開きへの参加 5/17 高原山 

エコストーブ制作指導 

（くまの木公開デーにて） 

6/7 星ふる学校「くま
の木」 

夏の植物観察会、草刈り 

（樹木ネームプレート準備） 

7/19 散策路、広葉樹再
生林 

高原山登山道ササ刈り 8/16 高原山 

下草刈 9/20 散策路、幼齢林、
広葉樹再生林 

親子で森づくり体験【公開】 

枝打ち、エコストーブでの調理、さ

つまいも収穫 

10/18 体験林 

下刈り 11/15 広葉樹再生林 

フクロウの巣箱掛け 

倉庫の片づけ 

12/19、20 コナラ広場 

ヒノキ除伐 1/17  

里山学講義【公開】 

ヒノキ除伐 

2/21 星ふる学校「くま
の木」、人工林 

森づくりグループ交流会へ
の参加 

3/5 足利市名草上町 

フクロウ巣箱調査、枝打ち 3/20 体験林 

②「くまの木」ヒトとムシ

の楽園プロジェクト 

 昆虫類の集まる環境創出

に取り組んだ。またその

環境に集まる昆虫類との

ふれあいを通じて自然や

環境保全に関心を持つ人

材の育成に取り組んだ。 

 

 

年間 5 回 

 

 

星ふる学校「く

まの木」校庭、

ビオトープ、裏

山 

 

 

職員 1 人 

ﾎﾞﾗｽﾀｯﾌ 

登録 10 人 

実働 7 人 

延べ 24 人 

 

 

 

キヤノン

MJ 及び関

連会社社員

等 82 人 

（のべ人数） 

 ★具体的な実施内容★ 

ビオトープの手入れ、花壇
の整備、自然観察等 

5/24 

モリアオガエルの観察等 6/27-28 

ビオトープの手入れと雑木
林の生きもの調査 

7/12 

バタフライガーデンの整備
と鳴く虫の観察等 

9/21-22 

ビオトープの手入れ、落葉
さらい等 

11/22 
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【特記事項等】 

 里山応援団主催の里山学講義は「高原山での次世代の姿とは－不成績造林地の今後を考え

る－」をテーマに実施し、里山保全への意識啓発を図った。テーマの「高原山での次世代の

姿とは」については、宇都宮大学の谷本丈夫名誉教授から講演をいただき、また、地域研究

紹介として「栃木県の天然ヒノキ林の林分構造と立地環境」について宇都宮大学農学部安崎

沙耶香さんに報告をいただいた。 

なお、昨年度反響の大きかったエコストーブづくりは、くまの木公開デーにてブースを設

け希望者に制作指導を行った。また、親子で森づくり体験では、エコストーブをご飯を炊き、

カレーライスの昼食を提供した。 

 ヒトとムシの楽園プロジェクトについては、キヤノン MJ が社会貢献活動として全国で展

開している「未来につなぐふるさとプロジェクト」の取組みのひとつとして実施しているが、

キヤノン MJ からの評価が高く、昨年度の「ジュニアフォトグラファーズ」という写真教室

のイベントに続き、本年度は「カートリッジ回収 25 周年イベント」の写真教室も本プロジェ

クトのフィールドである星ふる学校「くまの木」とスタッフが運営協力する運びとなった。（今

回は当該事業は体験プログラムの受託事業に区分した。） 

 

事 業名 事業内容 実施日時 実施場所 
従事者の

人数 

受益対象者

の範囲及び

人数 

事業費 

（千円） 

５
．
農
山
村
地
域
の
振
興
等
に
か
か
る
各
種
実
践
及
び
調
査
・
研
究
、
普
及
・
啓
発
事
業 

①星ふる学校「くまの木」

（旧熊ノ木小学校）の管

理事業 

 星ふる学校「くまの木」

及び付帯施設物品等の維

持管理を行った。  

 

 

 

通年 

 

 

 

星ふる学校「く

まの木」 

 

 

 

職員 1人 

 

 

 

周辺地域住

民等 

不特定多数 

3,004 

②個別援農の実施    

③直営施工による施設整備    

④イベントの開催等 

 農山村地域の振興等に関

連するイベントを開催し

た。また、他団体が主催

する当該分野のイベント

等に積極的に参加し、情

報収集とネットワークの

拡大に努めた。 

 

 

 

 

 

職員 2人 

 

周辺地域住

民等 

不特定多数 

 ★具体的な実施内容★ 

くまの木公開デ― 6/7 星ふる学校「くま
の木」 

くまの木ゼミ 

 
3/6 星ふる学校「くま

の木」 

環境教育関東ミーティング
【実行委員として参画】 

2/13-14 八王子セミナーハ
ウス（東京都） 

⑤視察対応等 

星ふる学校「くまの木」

及び当法人の取組みにか

かる視察の対応や、農山

村地域の振興等に関する

分野の講演等を行った。 

・視察対応 4 本 

・講演、研修講師等 9 本 

・その他ヒアリング・調

査・取材等の対応 

 

 

 

星ふる学校「く

まの木」ほか 

 

職員 1名 

 

視察参加者

等 

不特定多数 
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【特記事項等】 

くまの木公開デーについては、天候にも恵まれ 300 名程度の参加があり、開催が定着して

きたという印象を受けている。 

くまの木ゼミについては、「今、改めて考えたい塩谷町の自然の魅力」をテーマに、田代俊

夫先生にご講演とミニ観察会を実施していただいた。また、コラボレーション企画として自

然休養村センター『花実や』の和氣聡料理長に季節を感じるお弁当を作っていただき、参加

者に味わってもらった。参加者 20 名（理事等含まず）  

（２）その他の事業  

事 業名 事業内容 実施日時 実施場所 
従事者の

人数 
 

事業費 

（千円） 

物
品
販
売
事
業 

施設および当法人の活動に

関連する物品等の販売 

 天体写真、革小物（くま

ストラップ）、Ｔシャツ、

手拭 等 

通年 星ふる学校「く

まの木」 

職員 1人  182 

 

 

３．理事会開催記録 

（１）第 55 回理事会  

日 時：平成 27 年 5 月 9 日（土） 午後 5 時 00 分～午後 6 時 40 分 

出席者：手塚功、遠藤正久、市川貴大、大島忠三、加納（藤咲）麻紀子 

  議 事：議事１．平成 26 年度事業報告（案）について 

      議事２．平成 26 年度決算報告（案）について 

      議事３．平成 27 年度事業計画（案）について 

      議事４．平成 27 年度活動予算（案）について 

      議事５．役員変更について 

 

（２）第 56 回理事会 

  日 時：平成 27 年 10 月 18 日（日） 午後 4 時 00 分～午後 5 時 50 分 

  出席者：手塚功、遠藤正久、市川貴大、大島忠三、加納（藤咲）麻紀子 

  議 事：議事１．平成 27 年度の事業進捗状況及び収支状況等について 

      議事２．事務局職員（厨房チーフ）の交代について 

      議事３．平成 28 年度の事業計画（概要）と総会日程について 

 


